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（万円）

原案可決

３月定例会
令和５年第２回定例会は、３月

10日から22日までの13日間の会
期で開かれました。

３月定例会の流れ

01
初日（3/10）
町政執行方針、教育行政執
行方針、専決処分（承認）、
条例制定（総務産業常任委
員会に付託）、予算の設定・
条例改正（予算審査特別委
員会を設置・付託）、請願（総
務産業常任委員会に付託）

予算審査特別委員会（3/10）
付託された案件を審査する
ため、委員会を設置

一般質問　（3/13～14）
８名15項目の質問
（関連記事　８ページから
16ページ）

本
会
議

予算審査特別委員会（3/15
～17）
付託された案件を審査

総務産業常任委員会（3/10）
付託された案件等を審査

最終日　（3/22）
新年度予算（原案可決）、
補正予算（原案可決）、条
例制定・改正（原案可決）、
町道の認定・廃止について
（原案可決）、人事案件（同
意）、意見案（原案可決）

詳しい審議内容は、６・７ページ
をご覧ください。

02
委
員
会

03
委
員
会

04
本
会
議

05
委
員
会

06
本
会
議

民生費
18.1％

土木費
14.7％

公債費
13.7％

農林業費
13.7％

衛生費
11.4％

教育費
10.2％

総務費
10.2％

消防費
3.5％

諸支出金費
1.5％

議会費
1.0％

労働費
0.1％

予備費・災害復旧費
0.1％未満

一般会計
歳出予算

84億9,300万円

令和５年度
一般会計予算歳出総額

84億9,300万円84億9,300万円

会計区分
令和５年度
予算額

令和４年度
予算額

前年度比

一般会計 84億9,300 86億2,500 ▲1.5％

特
別
会
計

国民健康保険 13億600 13億300 0.2％
後期高齢者
医療保険

2億400 1億9,600 4.1％

介護保険 11億9,640 11億9,330 0.3％

水道事業 6億500 4億7,830 26.5％

下水道事業 6億6,280 5億8,860 12.6％

６会計予算合計 124億6,720 123億8,420 0.7％

→町民１人あたり歳出額　約94万円

〇詳しくは、広報しみず４月号をご覧ください⇒

商工費
2.8％
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私 た ち の お 金、

ど ん な こ と に 使 い ま す か？

こんな質問がありました。

庁用車両購入費について、電気自動車の購入
を考えているとのことだが、災害があったと

きに車高の高い車が必要ではないか。

務費総総

Q廃屋解体撤去事業補助金について、費用は高
騰しているのに予算が変わらないのは、件数

を少なく見込んでいるということか。

Q

今回予算計上している車は、外部給電器を併
せて導入し、災害時に非常用電源として使う

ことが出来るものである。
車高の高い車についても、今後購入する際は検討し
ていきたい。

令和３年度７件、令和４年度２件と減ってき
ているため、少なくなることを見込んでいる。

増えた場合には、補正予算等で対応していく。

A A

総務費歳出予算の合計は、8億5,467万6千円となり、前年度より1億1,644万9千円の減となりました。
総務費の中では、町民生活課、総務課、企画課、商工観光課から令和５年度の予算について説明があり、
次のような質疑がありました。

地域プレーヤー創出・育成事業委託料について、
具体的にどのようなことをするのか。

Q 子育て移住体験事業（保育園留学）委託料に
ついて、何人くらいの保育園留学を想定して

いるのか。保育士は足りるのか。

Q

地方で、起業等チャレンジをしたい人を対象に、
専門事業者に委託して、人材の発掘、地域の

課題解決のビジネスを生み出し、自立自走できる支
援、持続可能な仕組みを構築する支援、起業しやす
い環境や事業の展開を考える支援などを行う。

従来、条例に定められている一時保育の仕組
みを活用したものである。一時保育の上限が

５人以下と定められており、その中の１人程度を想
定している。子育て支援課と連携をとりながら進め
ていく。

AA

保育施設運営人件費について、幼稚園と保育
所が統合し、大所帯となるが、現状のままの

人員の配置で、所長は一人とするのか。
また、人員は足りているのか。

生費民民

Q 保育施設給食調理業務委託料について、年に
数回でも有機給食を出してほしいと、町民か

ら多くの声を聞くが、可能か。

Q

新年度からのしみず認定こども園は、園長１名、
副園長２名を配置する予定。

人員については、子どもの発達状況に合わせて、国
の基準以上に配置できている。

野菜は、なるべく町内でそろえており、農薬
の少ないものを使っている。

大量に必要になるため、月に何回とは約束出来ない
が、子どもに安心・安全な給食を届けられるよう、
可能かどうか委託業者に相談し、検討する。

AA

民生費歳出予算の合計は、15億3,768万3千円となり、前年度より2,826万3千円の増となりました。
民生費の中では、保健福祉課、町民生活課、子育て支援課から令和５年度の予算について説明があり、次
のような質疑がありました。
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環境衛生費について、保護犬や保護猫が出た際、
職員が預かっていると聞いた。かなり負担が

かかると思うが、どのような実態か。
また、短期間預かってくれるような町民の募集をし
てはどうか。

生費衛衛

Q 公衆浴場手すり取付工事について、町民から、
水風呂に手すりがなく、とても危ないという

話をよく聞く。早急に対応する必要があると思うが、
いつごろ工事を行う予定か。

Q

獣医師にも相談したが現状預かるのは難しい
とのことであり、職員が預かり、餌やトイレ

等に係る費用は、消耗品費より支出している。
病気を持っているか持っていないか分からない状態
で町民の方に預かっていただくのはリスクがある。

業者との打ち合わせがあるため、はっきりと
した納期は分からないが、予算が確定次第、

ゴールデンウイーク前には設置出来るよう対応する。

AA

衛生費歳出予算の合計は、9億6,548万1千円となり、前年度より7,094万6千円の増となりました。
衛生費の中では、保健福祉課、町民生活課から令和５年度の予算について説明があり、次のような質疑が
ありました。

求人情報サイト作成業務委託料について、イ
ンターネットに載っている民間の求人サイト

と何が違うのか。
どのような業者に委託するのか。

働費労労

Q 産業安全大会事業について、毎年開催してい
るが、それぞれの業者で安全に対する意識が

上がり、役場全体で産業安全大会を行う必要はなく
なってきたのではないか。
毎年行う理由はあるのか。

Q

清水町に限定した情報を各事業者から集め、
更新する。多くの選択肢の中から清水町を絞

り込む必要がなく、リアルタイムでどこにいても情
報を知ることが出来る。
電算会社やシステム会社に作成を委託し、運営は町
で行う。

毎年、全国安全週間に厚労省から実施要項が
届き、町で全国安全週間にふさわしい行事を

行うよう通達がある。
町として、安全週間を達成するためにも、開催して
いる。

AA

労働費歳出予算の合計は、1,191万1千円となり、前年度より136万3千円の増となりました。
労働費の中では、商工観光課から令和５年度の予算について説明があり、次のような質疑がありました。

十勝清水にんにく肉まつり実行委員会補助金
について、町政執行方針では、大規模なイベ

ントは行わず、町の知名度向上に努めるとしている
が、新年度のイベントについてどのように実施して
いくのか。

林業費農農

Q Jクレジットプロジェクト業務委託料について、
本町の規模だとどのくらいのクレジットが貯

まるのか。
また、森林の管理以外でも申請の対象となるものは
あるか。

Q

イベントの実施については、現在農協で協議
中である。その結果を踏まえて、実行委員会（農

協、商工会、観光協会、蔬菜振興会、町）でどのよ
うなイベントにするか検討していく。

過去５年間と今後５年間の森林施業実績・計
画約500ha を用いて試算した結果、年間700t

の CO2吸収量につながることが予想される。
今年度については、森林による CO2吸収量のみ認
証申請する。

AA

農林業費歳出予算の合計は、10億8,451万9千円となり、前年度より6,617万円の減となりました。
農林業費の中では、農業委員会事務局、農林課、水道課から令和５年度の予算について説明があり、次の
ような質疑がありました。

CO2等の排出削減量や、吸収量を、クレジットとして国が認証する制度。
目に見えない価値を、国の基準に基づいた審査のもとでクレジットとして可視化し、他の企業や自
治体に売却することが出来る。

　Jクレジット制度とは？？
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地域活性化商品券事業について、プレミアム
率20％だと物足りないとの声も聞くが、今後

の発行についてどう考えるか。

工費商商

Q 芽室岳登山口環境整備工事について、トイレ
を設置するとのことだが、何年も無かったも

のをなぜ設置することになったのか。
また、設置するとしたらどのようなトイレを設置す
る予定か。

Q

予算の範囲内で、町民に喜んでいただける商
品券事業になるよう、商工会と協議していく。

十勝山岳連盟と協議をした結果、トイレの利
用に困っているとの意見が多く、設置するこ

ととなった。
工事現場などによくある、簡易トイレを設置する予
定で考えている。

A

A

商工費歳出予算の合計は、2億3,986万5千円となり、前年度より1,440万6千円の増となりました。
商工費の中では、商工観光課、建設課から令和５年度の予算について説明があり、次のような質疑があり
ました。

町内のイベントについて、学校に通っている
子どものいない家庭や、新聞をとっていない

家庭にも十分周知出来る方法を考えてもらえないか。

Q

SNS の利用やホームページ、チラシ等で発信
しているが、まだまだ足りない現状である。

今後、より効果的な発信方法を検討していく。

A

通学路の除雪について、何度か除雪されてい
ない道を歩いて通学したという話を聞いた。

優先的に道をあけてもらうことは出来ないか。

木費土土

Q 除雪を委託している業者へ支払う価格が安い
と聞く。

機械の更新や人件費のことも考慮し、適正な価格を
考え直してはどうか。

Q

除雪会議の中では、通学路を優先するよう話
していたが、降雪の状況によって出来ていな

かった可能性がある。
今一度、確認をしていく。

北海道の基準に合わせて設定している。
除雪についてはまだまだ課題が多いが、業者

の方の意見も聞きながら、町民の満足度の上がる方
法を検討していく。

AA

土木費歳出予算の合計は、12億4,454万9千円となり、前年度より1,472万3千円の減となりました。
土木費の中では、建設課から令和５年度の予算について説明があり、次のような質疑がありました。

清水高校振興会補助金について、御影から通
う生徒に通学費を助成しているが、町外から

通う生徒にも助成することは出来ないか。
助成があれば、将来の夢の実現のために総合学科の
ある清水高校へ通う選択肢が広がるのではないか。

育費教教

Q 小学生親善派遣事業について、本町の子ども
が埼玉県深谷市に行く予定であると思うが、

清水町に来てもらう計画はないか。
５人で計上してあるが、清水何名、御影何名で考え
ているか。

Q

通学費助成は他町の取り組みも調べているが、
なかなか入学者に結びついていない印象を持

っている。清水高校生の通学費を助成するとなれば、
同様に町外の高校へ通学している生徒も対象にした
いと考えており、かなりの高額になってしまうため、
現段階では考えていない。本町では、昨年度からタ
ブレット購入費用の助成を新一年生を対象に、町内
在住の高校生及び清水高校生に対して行っている。

A

教育費歳出予算の合計は、8億6,538万円となり、前年度より361万3千円の増となりました。
教育費の中では、学校教育課、社会教育課から令和５年度の予算について説明があり、次のような質疑が
ありました。

まずは、本町の子どもたちを派遣し、深谷市
のことを勉強してきてもらいたいと考えている。

今後、相互に行き来出来るよう、深谷市と協議をし
ていく。
清水小学校と御影小学校両方の児童に行ってもらえ
るよう、バランスをとりながら、次年度以降も継続
して行いたいと考えている。

A
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第2回定例会
（令和5年3月）審議結果

補
正
予
算

条
例
改
正
等

▼ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正　

　
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
政
府
令
」
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

▼ 

個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の

制
定

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す

る
規
定
が
一
本
化
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、「
清
水
町
個
人

情
報
保
護
条
例
」
を
廃
止
し
、

新
た
な
条
例
の
制
定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例
の
制

定

　

こ
れ
ま
で
「
清
水
町
情
報

公
開
条
例
」
で
清
水
町
情
報

公
開
審
査
会
が
、「
清
水
町

個
人
情
報
保
護
条
例
」
で
清

水
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会

が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
国

の
改
正
に
合
わ
せ
て
２
つ
の

審
査
会
を
一
本
化
す
る
こ
と

に
伴
う
、
新
た
な
条
例
の
制

定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

専
決
処
分

▼ 

情
報
公
開
条
例
の
一
部

改
正

　
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
成

立
に
よ
り
、「
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
改

正
さ
れ
、
改
正
個
人
情
報
保

護
法
に
定
め
る
不
開
示
情
報

と
、
現
行
の
清
水
町
情
報
公

開
条
例
に
定
め
る
不
開
示
情

報
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め

の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
特
別
報
酬
額
上
限

表
が
引
用
し
て
い
る
号
俸
の

給
料
月
額
が
改
正
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
４
年
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
第
２
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
料
表
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
「
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令

の
整
備
に
関
す
る
省
令
」
及

び
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」

の
施
行
に
よ
り
、
計
画
の
策

定
及
び
規
定
の
追
加
・
削
除

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
の
施
行
に
よ
り
、
児

童
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

計
画
の
策
定
及
び
自
動
車
の

運
行
に
あ
た
っ
て
の
安
全
管

理
の
徹
底
に
係
る
規
定
の
追

加
等
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
に
お
い
て
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
引
上
げ

る
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改

正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
町

の
条
例
に
つ
い
て
も
同
様
に

引
上
げ
る
た
め
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

清
水
町
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　
　
　
（
議
員
提
出
議
案
）

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
の
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
い
て
全
国
的

な
ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
た
が
、

地
方
議
会
は
こ
の
法
律
の
適

用
除
外
と
な
る
た
め
、
独
自

の
個
人
情
報
保
護
制
度
を
設

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
制
定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼ 

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

既
定
予
算
に
５
５
０
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

96
億
６
６
５
５
万
円
と
す
る
。

【
承
認
】

▼ 

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

既
定
予
算
に
１
6
６
６
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
96
億
８
３
２
１
万
１
千

円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
議
員

似
顔
絵
制
作
謝
礼
、
い
き
い

き
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積

立
金
、
送
迎
バ
ス
安
全
装
置

設
置
事
業
補
助
金
、
国
庫
道

費
補
助
金
返
還
金
（
保
育
施

設
運
営
費
）、
国
庫
道
費
補

助
金
返
還
金
（
児
童
療
育
支

援
費
）、
水
道
事
業
支
出
金
、

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
負
担
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審議結果

　３月定例会前に受理した町民からの請願は１件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定
　しました。

第2回定例会
（令和5年3月）

件 　　　名 提　出　者 審査
委員会

委員会
結果

本会議での
結果と措置

食料安全保障の強化及び食料・農
業・農村政策の確立と酪農・畜産
経営の安定を求める請願書につ
いて

清水町農民連盟　
執行委員長　高田　秀昭

総務産業
常任委員会 採　択

採　択
意見書を提出

そ
の
他
の
議
案

人
事
案
件

赤堀　浩二 さん

【意見書】

食料安全保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・畜産経営の安定を求める意見書　（全
員賛成で可決、関係機関に送付）
（本文要約）国内酪農・畜産経営はかつてないほど厳しい情勢に晒され、存続の危機に瀕しているこ
とから、官民一体での在庫削減などの需給調整対策を行い、牛乳乳製品の消費拡大の一層の強化や新
たな需要創出などで、一刻も早く需給改善を図ること。また、経営を圧迫している生産資材高騰への
対策強化と、流通・販売業者や消費者への理解醸成のもと、コスト高に係る酪農畜産物の適正な価格
形成が可能となるよう、環境を整備すること。

金
（
し
尿
処
理
分
）、
畜
産
・

酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等

特
別
対
策
事
業
補
助
金
、
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
補
助

金
、
社
会
体
育
施
設
指
定
管

理
委
託
料
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
・
御
影
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

指
定
管
理
委
託
料
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号)

▼
令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

▼
令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

▼
令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

【
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
予
算
に
４
９
３
３
万

７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
85
億
４
２
３
３
万
７
千

円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
、
事
務
事
業
用
消
耗
品

費
、
電
話
料
（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
分
）、
郵
便
料
等
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
支
払
事
務
手
数

料
、
医
療
廃
棄
物
処
理
手
数

料
、
チ
ラ
シ
折
込
手
数
料
（
補

助
対
象
分
）、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
券

等
作
成
業
務
委
託
料
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
委
託

料
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
等
業
務

委
託
料
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
送
迎
委
託
料
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
用
器
材
借
上
料
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
医
療
従
事
者
派
遣

事
業
補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
個
別
接

種
支
援
金
、
給
食
残
渣
運
搬

処
理
委
託
料
な
ど
。

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

▼
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ

い
て

▼
町
道
の
路
線
認
定
に
つ

い
て

【
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

赤
堀
浩
二
さ
ん
を
選
任
し

た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
同
意
」
と
し
ま
し

た
。

請 願 審 査
の 結 果
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町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！山本 奈央　議員　　    　12ページ

１ 　本町におけるコロナ対策について

田村 幸紀　議員　　　９ページ

１ 　社会情勢の変化と時代の潮流に即
した総合計画の実行手段について

橋本 晃明　議員　　    　14ページ

１ 　新規就農の支援体制について

佐藤 幸一　議員　 　　   10ページ

１　妊婦及び乳幼児を持つ家庭へのタ
　クシー乗車券の交付について

中河 つる子　議員 　    　11ページ

１ 　物価高騰の中、町民の生活をどう
守るか考える時ではないか
２　高齢者の外出を支援する無料バス
　の運行を

一
般
質
問

３月定例会では、８人の議員
が15項目にわたり一般質問
を行いました。

　議員が町政全般に関して、執行機関
（町長や行政委員会）にその執行の状
況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることを
いいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答
弁も含めて90分以内としています。

一般質問とは

川上 均　議員　　　    　15ページ

１ 　プレミアム商品券の利用拡大の取
り組み
２　清水高校の存続が困難となった場
　合の影響と考えは
３　公衆浴場工事等休館期間の代替措
　置の取り組み

只野 敏彦　議員　　　　13ページ

１　除雪について
２　 廃業した駅前ホテル跡の対応につ
　いて
３　ふるさと納税について

※１議員最大３項目まで掲載、質問と
答弁は要約し掲載しています。なお、
一般質問の全文はホームページでご覧
になれます。（３月定例会の内容は、
６月末に掲載予定です）

鈴木 孝寿　議員　　　    　16ページ

１ 　町長の公約にある道の駅の進捗状
況について
２　まちまるごとホテルを目指す民泊
　事業の現状について
３　選挙における投票率の向上につい
　て
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第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

住民協議会の様子

田村 幸紀 議員

現
状
を
的
確
に
捉

え
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
進
む
べ
き
方
向
を

予
測
し
た
戦
略
改
革
を
実
行

し
、
さ
ら
に
地
域
の
課
題
と

同
時
解
決
で
地
方
創
生
を
実

現
す
る
た
め
、
国
の
制
度
仕

組
み
を
活
用
し
た
財
源
獲
得

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
ま

た
、
財
政
面
だ
け
で
は
な
く

そ
の
後
の
企
業
と
の
関
係

性
構
築
が
可
能
と
な
る
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
、
さ
ら
に

国
の
交
付
金
等
の
獲
得
に
向

け
、
自
治
体
自
ら
稼
ぐ
と
い

う
発
想
が
必
要
と
捉
え
て
い

る
が
考
え
を
伺
う
。

問

企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税

は
、
必
要
な
資
金
を
民
間
の

力
を
借
り
地
域
課
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
。
企
業
等
と
の

接
点
を
作
れ
る
機
会
を
有
効

に
活
用
し
、
官
民
連
携
で
地

域
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に

も
、
賛
同
し
協
力
い
た
だ
け

る
企
業
等
に
対
し
明
確
に
事

近
年
、
物
価
高
騰

を
は
じ
め
と
す
る

社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、

ま
ち
の
課
題
も
少
し
ず
つ
変

化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
解

決
策
を
総
合
計
画
と
共
に
講

じ
る
た
め
に
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
課
題
を
具
体
に
落
と
し

込
み
、
財
政
状
況
等
と
総
合

的
に
鑑
み
て
、
関
連
さ
せ
て

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、
現
状
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

総
合
計
画
策
定
時

に
は
町
民
無
作
為

抽
出
に
よ
る
住
民
協
議
会

が
、
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
ご

と
と
捉
え
、
地
域
課
題
を
生

活
者
視
点
で
議
論
さ
れ
て
き

た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
行
動

の
変
化
と
自
ら
が
選
択
し
意

思
表
示
が
で
き
る
場
の
必
要

性
は
高
く
、
今
後
も
様
々
な

政
策
立
案
の
段
階
か
ら
町
民

が
議
論
を
す
る
場
を
設
け
る

こ
と
が
重
要
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

問

ま
ち
づ
く
り

に
は
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
町
民

の
皆
様
と
の
合
意
形
成
や
情

報
共
有
が
と
て
も
大
切
で
あ

人
々
の
生
活

ス
タ
イ
ル
や

行
政
に
求
め
ら
れ
る
課
題
が

変
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
総
合

計
画
に
定
め
る
基
本
的
理
念

は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考

え
、
求
め
ら
れ
る
行
政
課
題

の
具
体
を
明
確
に
示
し
な
が

ら
、
総
合
計
画
に
定
め
る
将

来
像
実
現
の
た
め
、
取
る
べ

き
施
策
を
取
捨
選
択
し
て
課

題
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
て
い

く
。 町

長

町
長

町
長

社会情勢の変化と時代の
潮流に即した総合計画の
実行手段について
行政課題を明確に示しながら総合計
画に定める将来像実現のため、課題
を克服していく

町長

業
目
的
や
現
状
の
課
題
を
明

確
に
示
し
て
い
く
。
ま
た
、

国
の
交
付
金
等
は
、
既
存
事

業
で
も
視
点
を
変
え
る
こ
と

で
事
業
採
択
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
と
理
解
し
、
交
付
要
綱

や
他
自
治
体
の
事
例
を
踏
ま

え
て
積
極
活
用
に
向
け
検
討

し
て
い
く
。

る
と
認
識
し
、
今
後
も
住
民

協
議
会
や
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

な
ど
を
積
極
活
用
し
町
民
の

皆
様
と
十
分
な
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
図
り
町
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。
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妊
婦
の
緊
急
時
の
移

動
に
か
か
る
身
体

的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
ま
た
、
乳
幼
児

を
持
つ
家
庭
で
の
急
な
発
熱

や
け
が
等
、
突
発
的
な
通
院

の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

の
交
付
を
求
め
る
が
い
か
が

か
。 問

妊婦及び乳幼児を持つ家庭
へのタクシー乗車券の交付
について

清水消防による搬送や、助成・給付
金により対応しているため、タクシ
ー乗車券の交付は考えていない

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

佐藤 幸一　議員

本
町
で
の
妊

婦
の
緊
急
時

の
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
緊

急
搬
送
を
必
要
と
す
る
場
合

や
救
急
車
で
な
け
れ
ば
搬
送

不
可
能
な
場
合
、
清
水
消
防

署
に
お
い
て
出
産
予
定
病
院

へ
直
接
搬
送
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
の
心
身
両

面
の
負
担
や
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
妊
産
婦
健
康
診

査
や
出
産
に
係
る
医
療
機
関

へ
の
通
院
に
要
す
る
交
通
費

を
助
成
す
る
「
妊
産
婦
健
康

診
査
等
交
通
費
助
成
事
業
」

に
令
和
２
年
度
か
ら
取
り
組

４か月児健診の様子

町長

町
長

ん
で
お
り
、
町
外
の
医
療
機

関
へ
の
交
通
費
と
し
て
１
回

に
つ
き
９
５
３
円
を
、
計
16

回
を
上
限
に
助
成
し
て
い

る
。

　

深
刻
な
少
子
化
が
続
く

中
、
国
の
令
和
４
年
度
第
２

次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
新

た
に
「
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
令
和
４
年
４
月

以
降
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し

た
妊
婦
１
人
当
た
り
５
万
円

を
支
給
す
る
「
出
産
応
援
給

付
金
」、
令
和
４
年
４
月
以

降
に
出
生
し
た
子
ど
も
１
人

当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る

「
子
育
て
応
援
給
付
金
」
を

交
付
す
る
た
め
の
予
算
を
、

第
１
回
町
議
会
臨
時
会
で
議

決
い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和

５
年
度
当
初
予
算
に
も
必
要

な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
「
出
産
応
援
給
付
金
・
子

育
て
応
援
給
付
金
」
は
、
医

療
機
関
へ
の
交
通
費
、
育
児

関
連
用
品
の
購
入
費
、
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の

負
担
軽
減
を
図
る
目
的
で
支

給
す
る
こ
と
も
あ
り
、
町
独

自
の
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交

付
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
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食
品
や
電
気
代
な

ど
、
生
活
必
需
品
を

中
心
に
物
価
が
高
騰
し
て
い

る
。
特
に
子
育
て
世
帯
、
年

金
生
活
者
に
は
生
活
必
需
品

の
家
計
に
占
め
る
割
合
が
高

く
、生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。

　

今
、
町
民
の
生
活
を
ど
の

よ
う
に
守
る
か
対
策
と
し
て

子
育
て
世
帯
、
非
課
税
世
帯

へ
の
支
援
を
考
え
る
と
き
で

は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

問

物価高騰の中、町民の生
活をどう守るか考える時
ではないか

子育て世帯や非課税世帯へ給付金を
支給している
今後も、必要な対策を検討していく

町長

本
町
で
の
高

齢
者
を
対
象

に
し
た
交
通
手
段
は
、
買
い

物
や
公
共
機
関
等
の
利
用
の

際
、
無
料
で
乗
車
で
き
る
買

い
物
・
銀
行
バ
ス
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
独
自
事
業
と
し

て
、
片
道
１
０
０
円
の
利
用

料
で
サ
ロ
ン
の
送
迎
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か

に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
移

動
手
段
の
充
実
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
介
護

予
防
運
動
教
室
等
の
外
出
を

支
援
す
る
方
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
材
料
費

の
値
上
が
り
等
に
よ
り
、
物

価
高
騰
が
続
い
て
い
る
が
、

令
和
３
年
度
以
降
に
国
や
北

海
道
の
財
源
を
活
用
し
た
支

援
策
と
し
て
、子
育
て
世
帯
、

非
課
税
世
帯
へ
書
類
を
送
付

し
て
給
付
金
を
支
給
し
て
い

る
。

　

食
品
や
食
料
の
値
上
げ
、

電
気
料
金
の
値
上
げ
申
請
も

行
わ
れ
て
い
る
中
、
現
在
、

国
に
お
い
て
、
物
価
高
騰
の

追
加
対
策
の
検
討
が
行
わ
れ

て
お
り
、
３
月
中
に
ま
と
め

町
長

高齢者の外出を支援する
無料バスの運行を
介護予防運動教室等への外出を支援する方策
を検討していく

る
予
定
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
子
育
て
世
帯

や
困
窮
世
帯
の
暮
ら
し
を
守

る
観
点
か
ら
、
そ
の
時
々
に

必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。

中河 つる子　議員

町長

町
長

清水町コミュニティバス

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外

出
を
控
え
て
家
に

ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
高

齢
者
が
外
へ
出
て
他
人
と
交

流
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
し
、
健
康
な
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

る
。そ

の
た
め
、
健
康
体
操
、

サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

へ
の
参
加
の
た
め
、
必
要
な

人
へ
無
料
の
バ
ス
を
運
行
し

た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問
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（
１
）
町
民
へ
の
ワ

ク
チ
ン
供
給
状
況
、

医
療
機
関
と
の
連
携
、
実
施

し
た
対
策
と
そ
の
評
価
に
つ

い
て
伺
う
。

①
町
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
コ
ロ
ナ
疾
患
し
た
人
数
把

握
は
行
っ
て
い
る
か
。

②
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ

れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
や
後
遺
症
だ
が
、
本
町

で
の
省
令
の
有
無
の
把
握
は

行
っ
て
い
る
か
。

③
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
や
後
遺
症
と
思
わ

れ
る
方
が
出
た
場
合
の
対
応

や
流
れ
を
町
民
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
方
法
は
考
え
て

い
る
か
。

④
何
か
あ
っ
た
時
の
責
任

は
、
国
が
対
応
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
町
と
し
て
の
責

任
の
有
無
に
つ
い
て
伺
う
。

問

本町におけるコロナ対策
について

各種支援事業により、企業経営の安
定や施設内でのクラスター発生の予
防に取り組んだ

町長

（
１
）
町
内

の
医
療
機
関

と
連
携
を
図
り
、
順
調
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
。

①
本
町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
コ
ロ
ナ
疾
患
し
た
人

町
長

山本 奈央 議員

（
２
）
①
全
国
の
令

和
４
年
の
出
生
数

は
79
万
人
、
死
亡
者
数
は

１
５
８
万
人
だ
が
、
本
町
の

過
去
５
年
間
の
出
生
数
と
死

亡
者
数
を
伺
う
。

問

コ
ロ
ナ
疾
患

や
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
の
因
果
関
係
も
含
め

て
、
本
町
で
の
死
亡
原
因
の

統
計
調
査
は
難
し
い
。

町
長

（
３
）
子
供
た
ち
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
本
町
の
基
本
的
な

考
え
は
国
の
方
針
に
基
づ
く

も
の
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
東
京
都

医
師
会
、
全
国
有
志
医
師
の

会
な
ど
国
以
外
か
ら
の
最
新

の
情
報
を
町
民
へ
伝
え
る
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

（
３
）
子
ど

も
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
も
国
の
決

定
し
た
方
針
に
の
み
基
づ
い

て
進
め
て
い
る
。

町
長

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
疾
患
後
の
健
康
相
談
は
あ

っ
た
が
後
遺
症
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
の
で
医
療
機
関

に
任
せ
て
い
る
。

③
反
応
や
後
遺
症
に
つ
い
て

は
、
国
や
道
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
相
談
対
応
し
て
い

る
。
相
談
窓
口
へ
の
案
内
な

ど
、
わ
か
り
や
す
い
流
れ
の

説
明
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

検
討
し
た
い
。

④
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
・

し
な
い
は
個
人
の
判
断
で
あ

り
、
町
は
国
の
決
定
に
基
づ

い
て
事
務
的
に
接
種
業
務
を

し
た
の
で
責
任
は
町
に
は
な

い
。

（
２
）
②
令
和
４
年

は
前
年
よ
り
死
亡

者
数
が
40
人
多
い
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
因
果
関
係
も
含
め

て
、
死
亡
原
因
の
統
計
を
と

っ
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

問

（
２
）
①
本

町
の
過
去
５

年
の
出
生
人
数
は
平
成
29

年
か
ら
順
に
、
50
人
、
50

町
長

人
、
52
人
、
36
人
、
50
人
。

死
亡
者
数
は
、
１
５
０
人
、

１
１
２
人
、
１
４
１
人
、

１
２
１
人
、
１
６
１
人
で
あ

る
。
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高
齢
者
世
帯

で
自
宅
前
の

除
雪
で
困
っ
て
い
る
場
合

は
、「
高
齢
者
等
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
る
除
雪

サ
ー
ビ
ス
」
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
保
健
福

祉
課
に
相
談
い
た
だ
き
た

い
。

　

小
学
生
の
通
学
路
除
雪
に

駅
前
の
廃
業

し
た
ホ
テ
ル

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
所
有

物
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
い
る
が
、
進
捗
は
見

ら
れ
な
い
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
の
意
向
も
あ
る
た
め
、
未

定
で
あ
る
が
、
様
々
な
課
題

が
解
決
さ
れ
た
後
に
は
、
ご

指
摘
に
あ
っ
た
よ
う
な
商
業

施
設
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等

の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
会
等
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
動
い
て
ま
い
り
た
い
。

町
長

高
齢
者
、
高
齢
者
世

帯
に
対
す
る
除
雪

の
ケ
ア
は
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
通
学
路

も
歩
道
の
除
雪
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
車
道
を
歩
い
て
通
学

し
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
現
状
を
伺
う
。

問

町
長

駅
前
の
ホ
テ
ル
が

廃
業
し
て
、
か
な

り
年
数
が
経
つ
が
、
最
初
の

こ
ろ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
い
う
声
も
あ
っ
た
と
思
う

が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、今
後
取
り
壊
し
て
、

旭
川
市
の
商
業
施
設
「
旭
川

は
れ
て
」
の
よ
う
な
も
の
を

作
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
の
獲
得
と
拡

大
の
た
め
に
泉
佐
野
市
や
別

海
町
の
よ
う
な
方
式
を
と
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
多

く
の
自
治
体
で
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
町

も
研
究
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
拡
大
に
動
い
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
町

の
考
え
を
伺
う
。

問

ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄

付
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

係
る
貴
重
な
財
源
と
な
る
た

め
、
他
市
町
村
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
魅
力

を
感
じ
る
返
礼
品
の
開
発
を

12
月
ま
で
に
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 町

長

町
長 除
雪
に
つ
い
て

関
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
対

応
し
て
い
る
が
、
や
む
を
得

ず
車
道
を
歩
く
こ
と
も
あ

る
。
指
導
を
し
て
、
事
故
の

な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

関係者や商工会等と協議を重ねながら時代に合わ
せた活用方法を模索していく

町長

廃業した駅前ホテル跡の対応について

魅力を感じる返礼品の開発に努める町長

ふるさと納税について

除
雪
業
者
と
連
携
し
、

よ
り
良
い
除
雪
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
努
め
る只野 敏彦　議員



14清水町議会だより
令和５年５月　173号

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

橋本 晃明　議員

新規就農の支援体制
について

新規参入希望に対する相談・支援
を心掛けている
今後も、情報収集に努め、関係機
関と協議していく

町長

今
、
酪
農
を
は
じ

め
農
業
は
か
つ
て

な
い
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ

て
行
く
か
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一

方
で
中
長
期
的
な
視
点
を
忘

れ
ず
に
農
業
・
農
村
の
将
来

像
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
。

　

新
規
就
農
（
新
規
参
入
、

後
継
者
）
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

（
１
）
新
規
参
入
を
推
進
・

支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

後
継
者
が
戻
っ
て
く
る
魅
力

あ
る
農
業
・
農
村
づ
く
り
は

で
き
て
い
る
か
。

（
２
）
新
規
就
農
に
向
け
た

研
修
の
仕
組
み
は
あ
る
の

か
。

（
３
）
新
規
就
農
希
望
者
の

減
少
は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
や

牧
場
従
業
員
の
不
足
に
つ
な

が
る
と
い
う
危
機
感
は
あ
る

か
。

（
４
）
農
業
委
員
会
・
農
協
・

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携

し
て
受
け
入
れ
る
体
制
は
で

き
て
い
る
か
。

問

（
５
）
全
国
の
新
規
参
入
希

望
者
へ
の
訴
求
力
を
強
化
す

る
た
め
、
近
隣
町
村
、
あ
る

い
は
十
勝
全
域
で
の
連
携
を

強
化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

本
町
で
は
過

去
５
年
間
に

新
規
参
入
さ
れ
た
方
が
３

組
、
後
継
者
の
方
は
14
名
が

戻
ら
れ
て
い
る
。
農
家
戸
数

の
減
少
は
農
村
集
落
の
衰
退

に
つ
な
が
る
の
で
、
新
規
参

入
希
望
者
に
対
す
る
相
談
・

支
援
を
心
掛
け
て
い
る
。
生

産
者
の
要
望
を
聞
い
て
、
農

協
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
１
）（
２
）
現
在
、
研
修
に

つ
い
て
は
、
農
業
法
人
の
従

業
員
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
で
の

経
験
を
積
む
な
ど
に
よ
り
技

術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
座
学
研
修

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
３
）
新
規
就
農
希
望
者
の

減
少
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
職
員

等
の
不
足
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

報
共
有
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

他
管
内
で
の
取
り
組
み
に

は
参
考
に
な
る
事
例
が
多
く

あ
り
、
今
後
情
報
収
集
に
努

め
、
関
係
機
関
と
も
協
議
し

て
い
き
た
い
。

で
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
、

北
海
道
新
規
就
農
フ
ェ
ア
に

出
展
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く

の
新
規
就
農
希
望
者
と
面

談
・
相
談
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

（
４
）
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
研
修
場
所
の

選
定
、
活
動
状
況
等
の
情
報

共
有
、経
営
継
承
等
の
検
討
、

就
農
計
画
作
成
、
農
用
地
の

斡
旋
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

に
お
い
て
新
規
就
農
者
と
面

談
し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
５
）
近
隣
町
村
、
あ
る
い

は
十
勝
全
域
で
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
情

町
長

飼料給与中の酪農ヘルパー
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川上　 均　議員

第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

町
は
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
を
継

続
し
て
い
る
が
、
町
民
か
ら

は
用
途
と
店
が
限
ら
れ
使
い

勝
手
が
悪
い
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。
他
町
の
よ
う
に
町
内

全
店
、
ま
た
は
税
金
や
使
用

料
等
へ
の
使
用
、
生
活
困
窮

世
帯
に
無
料
配
布
出
来
な
い

か
考
え
を
伺
う
。

問

令
和
５
年
度

も
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
の
商
品
券
を
３
回

発
行
し
、
２
回
を
大
型
ス
ー

パ
ー
等
、
１
回
を
小
規
模
店

舗
限
定
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。
可
能
な
限
り
多
く
の
店

舗
が
本
事
業
に
参
加
し
、
利

用
者
に
使
い
勝
手
の
良
い
商

品
券
に
な
る
よ
う
商
工
会
等

町
長

プレミアム商品券の利用
拡大の取り組み

利用者が使いやすい商品券になるよう、
商工会等と協議を進める

町長

と
協
力
し
進
め
た
い
。
生
活

困
窮
世
帯
に
対
す
る
商
品
券

無
料
配
布
は
国
や
道
の
動
向

を
見
極
め
、
現
金
支
援
あ
る

い
は
商
品
券
支
援
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
、
子
育
て
支
援

課
と
連
携
し
検
討
し
た
い
。

清水高校の存続が困難となった場合の
影響と考えは

２間口になることにより存続が出来なく
なるとは考えていない
引き続き、振興会を通じて支援していく

教育長

現
在
30
名
の

教
職
員
は
令

和
５
年
度
３
名
、
２
学
級
の

入
学
者
が
続
く
と
令
和
６
年

度
２
名
、
令
和
７
年
度
３
名

減
少
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
科
目
数
が
減
少

し
学
び
の
幅
が
狭
ま
る
と
思

わ
れ
る
が
、
清
水
高
校
が
２

間
口
に
な
り
総
合
学
科
と
し

て
の
特
色
あ
る
教
育
が
で
き

ず
、
存
続
で
き
な
く
な
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。
道
教
委

も
多
様
な
タ
イ
プ
の
高
校
づ

く
り
を
推
進
し
、
総
合
学
科

も
同
様
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
学
校
の
「
魅
力
化
向

教
育
長

上
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て
振

興
会
を
通
じ
実
施
し
て
い

く
。公衆浴場工事等休館期間の

代替措置の取り組み

休館となった場合、近隣町村への
車両送迎を実施する

町長

代
替
手
段
に

つ
い
て
は
、

今
後
臨
時
休
館
と
な
っ
た
場

合
は
利
用
で
き
な
い
日
数
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
近
隣
町

の
浴
場
へ
の
車
両
送
迎
を
実

施
す
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

町
長 昨

年
の
公
衆
浴
場

休
館
で
は
、
自
宅

に
風
呂
が
な
く
交
通
手
段
の

な
い
町
民
は
入
浴
の
機
会
が

奪
わ
れ
、
長
期
に
渡
り
入
浴

で
き
ず
公
衆
衛
生
上
も
問
題

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
長
期

休
館
時
の
代
替
手
段
の
検
討

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

問

清水高校

公衆浴場

清
水
高
校
の
現
状

は
、
こ
の
ま
ま
で

は
令
和
５
年
度
２
名
、
令
和

６
年
度
３
名
の
教
員
削
減
と

聞
い
て
お
り
、
間
口
減
に
よ

り
総
合
学
科
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
ず
、
最
悪
の
場
合

は
存
続
の
危
機
が
想
定
さ
れ

る
。
も
し
そ
う
な
っ
た
場
合

の
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
考
え
を

伺
う
。

問
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「
清
水
に
道
の
駅
を

つ
く
る
」
こ
れ
は

町
長
の
公
約
と
し
て
町
民
の

関
心
が
高
い
。
清
水
地
域
及

び
御
影
地
域
の
２
箇
所
つ
く

る
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

中
で
、
町
長
の
手
腕
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

問

道
の
駅
を
整

備
し
た
い
と

の
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い

が
、
令
和
３
年
に
観
光
協
会

総
会
に
お
い
て
、
道
の
駅
が

民
業
の
圧
迫
に
な
ら
な
い

か
、
ま
た
、
環
境
が
整
え
ば

清
水
・
御
影
の
２
箇
所
整
備

も
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
も

の
の
、
体
育
館
建
設
も
建
設

事
業
費
の
見
通
し
が
不
透
明

と
な
り
延
期
し
た
が
、
併
せ

て
大
型
ハ
ー
ド
事
業
は
先
送

り
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

社
会
情
勢
等
を
注
視
し
な

が
ら
引
き
続
き
準
備
・
研
究

を
進
め
て
い
く
。

町
長

町長の公約にある道の駅
の進捗状況について

社会情勢等を注視しながら、
引き続き準備・研究を進める

町長

道の駅おとふけ

鈴木 孝寿　議員

今
後
実
施
さ
れ
る
市
町
村
の

状
況
を
調
査
し
な
が
ら
、
移

動
式
の
期
日
前
投
票
所
の
設

置
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

投
票
所
の
集
約
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
理
解
が
必
要
と

思
わ
れ
る
の
で
、
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

町
の
魅
力
の
発
信

と
地
域
活
性
化
に

繋
げ
る
目
的
と
し
て
本
事
業

を
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

町
長
の
考
え
る
町
の
魅
力
と

は
他
町
村
と
の
違
い
を
含
め

今
後
目
指
す
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

町
内
の
民
泊

登
録
件
数
は

12
件
、
申
請
中
３
件
と
な
っ

町
長

選
挙
管
理
委
員
長

問

町
議
会
選
挙
が
終

わ
り
、
今
後
、
統

一
地
方
選
が
実
施
さ
れ
る

中
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

よ
り
選
挙
に
投
票
で
き
る
た

め
に
、
他
町
に
も
あ
る
自
宅

等
へ
赴
き
投
票
を
よ
り
出
来

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
細
分
化
さ

れ
て
い
る
投
票
所
の
集
約
も

併
せ
て
考
え
る
必
要
も
あ

る
。
統
一
地
方
選
挙
を
目
前

に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

か
伺
う
。

問

まちまるごとホテルを目指す
民泊事業の現状について

今後も、地域経済に結びつく取り
組みを目指す

町長

て
い
る
。（
内
、
役
場
所
有

住
宅
５
件
・
町
長
以
下
職
員

３
件
）。

　

今
後
も
、
主
旨
賛
同
い
た

だ
く
事
業
者
を
増
や
す
と
と

も
に
地
域
経
済
に
結
び
付
く

取
り
組
み
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
清
水
町
の
魅
力
は

優
れ
た
子
育
て
教
育
環
境
を

含
め
、
結
婚
か
ら
子
育
て
等

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
医

療
体
制
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
る
と
自
負
し
て
い

る
。選挙における

投票率の向上について
選挙管理委員長

地域の意向等も踏まえながら考えていく
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会

・生産資材等価格高騰に伴う農業経営の現状に
　ついて
・その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

・図書館・郷土史料館、こども園、葬斎場の現
　状について
・その他所管に関する事項について

議会運営委員会議会運営委員会

・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

・議会広報紙の編集及び発行について
・その他議会の広報及び広聴に関する事項について

６月定例会までの調査事項は次のとおりです
（2月15日～５月14日）

閉会中の閉会中の委員会活動委員会活動

３
月 ３日

　議会運営委員会

10日・13日・14日・22日
第２回町議会定例会

10日・15日・16日・17日
　予算審査特別委員会

10日・13日
　総務産業常任委員会

13日
　厚生文教常任委員会

14日
　全員協議会

22日・31日
　広報広聴常任委員会

４
月 18日・25日

　広報広聴常任委員会 

21日
　第３回町議会臨時会

28日
　厚生文教常任委員会

議会のうごき

議員の似顔絵を描いていただきました！議

角田 明美 さん

　令和元年５月号から一般質問のページに掲載している似顔絵は、御影
にお住いの　角田 明美　さんに制作をお願いしています。
　今回、議員の改選に伴い、新たに４名の似顔絵を描いていただきました。
　ありがとうございました！

QR コード

【URL】  https://www.youtube.com/
channel/UCqFSzkMm12MoenvpvXcePtA

 本町議会の⽣中継や過去動画は、
ユーチューブにおいて配信しています。
ぜひパソコン、スマートフォンなど
からアクセスし、ご視聴ください。

議会中継を YouTube で視聴できます

！

りが ざいま



開 会
６月７日

表紙の写真

砂田 奈津実さん   

６月定例会

　６月定例会は、６月７日に開会を予
定しています。
　詳細は、６月上旬に発行する新聞チ
ラシ折込をご覧ください。
　清水町議会ホームページでは生中継
や録画中継がご覧になれます。

土木技術者としてドローンを使った土木技術者としてドローンを使った

新しい測量にチャレンジしています新しい測量にチャレンジしています

―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

　

ま
す

清
水
町
出
身
で
す
。
帯
広

工
業
高
校
環
境
土
木
科
を
令

和
４
年
3
月
に
卒
業
し
、
4

月
か
ら
女
性
の
活
躍
推
進
を

掲
げ
て
い
る
田
村
建
設
㈱
で

土
木
部
保
全
課
に
所
属
し
、

日
々
諸
先
輩
の
指
導
の
も
と

新
た
な
測
量
技
術
の
習
得
に

努
め
て
い
ま
す
。

―
新
た
な
測
量
技
術
に
つ

　

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

「
ド
ロ
ー
ン
」
を
使
っ
た

測
量
技
術
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
測
量
は
３
種
類

あ
り
、
そ
の
う
ち
「
写
真
測

量
」
の
３
次
元
点
群
デ
ー
タ

処
理
を
活
用
し
、
今
ま
で
苦

労
し
て
い
た
距
離
の
計
測
や

体
積
の
算
出
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
デ
ー
タ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測

量
を
連
動
さ
せ
掘
削
作
業
機

械
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）
の
効
率

が
、
今
ま
で
以
上
に
向
上
し

て
い
ま
す
。

1
日
で
も
早
く
効
率
的
な

操
作
と
運
用
が
で
き
る
よ
う

に
日
々
、
上
司
の
指
導
の
も

と
勉
強
と
練
習
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。

｜
女
性
と
し
て
土
木
・
建

　

設
業
で
働
く
こ
と
の
将

　

来
像
は
何
か
考
え
て
い

　

ま
す
か

女
性
の
活
躍
推
進
を
国

が
掲
げ
て
い
る
中
、
女
性
の

多
種
多
様
な
方
面
へ
の
進
出

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
内
で
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
業
種
で
は
あ

ま
り
聞
か
れ
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
先
駆
け
と
し

て
目
標
と
さ
れ
る
人
材
と
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｜
今
後
の
目
標
は

い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取
っ

て
、
先
輩
方
に
追
い
つ
き
、

信
頼
さ
れ
る
技
術
者
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　すなだ　 　 　　   なつみ

■発行　清水町議会　■編集　広報広聴常任委員会　
〒089-0192 　北海道上川郡清水町南4条2丁目２番地　☎（0156）62-3317　FAX（0156）62-5160　
清水町議会ホームページ　https://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

町町 民民 にに イインンタタビビュューー

( 西清水 )

　４年ぶりにマスク着用なしで入学式が行われました。
「今日からお友達！」マスク越しでは見ることができ
ないキラキラの表情で会話する姿がとても印象的です。
明るい笑顔がたくさん戻ってきました。
　感染予防対策には十分注意しながら学校生活を楽し
み、健やかに成長してほしいと願っています。
　　　　　　　　　※写真は関係者が撮影したものです。
　　　　　　担当：広報広聴常任委員会　田村　幸紀


